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休  館  日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）、
                     年末年始（12/27 ～ 1/1）
開館時間：9：00 ～ 17：00（入館は16：30まで）
料    　金：一　般　590（470）円、高大生　390（310）円
　　　　　小中生　240（190）円　※（ ）は20名以上の団体
学術監修：井本悠紀氏（國學院大學大学院文学研究科　兼任講師）
協　　力：公益財団法人日本美術刀剣保存協会・刀剣博物館
　　　　　日本美術刀剣保存協会 米沢支部
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米沢、置賜の地に生きた刀工の美意識に迫る

関連イベント
○ゲストギャラリートーク

日時：12月５日（土） 14：00 ～ ＊申込不要、要入館料
講師：井本悠紀氏（國學院大學大学院文学研究科　兼任講師）
本展覧会の学術監修者でもある井本氏に、美術的な視点から解説いただきます。

○伝国の杜ファンクラブ事業「日刀保 米沢支部連携 刀剣を楽しむ講座」
日時：12月12日（土）、１月11日（月祝）
講師：日刀保  米沢支部会員
対象：伝国の杜ファンクラブ会員　各回15名

○募集制ワークショップ
　「ナイトツアー 入門　日本刀鑑賞」

日　時：12月18日（金） 19：00 ～ 20：30
対　象：どなたでも20名（中学生以下は保護者同伴）
参加費：500円
申込受付：11月18日（水） 9：00 ～

「美しい日本の技　漆芸の技に挑戦！」
日　時：１月９日（土） 13：30 ～ 16：30
講　師：三田村有純氏
　　　　（漆芸家・東京藝術大学名誉教授・芸術院会員）
対　象：高校生以上15名
参加費：1000円　
申込受付 12月９日（水） 9：00 ～
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次回展覧会
開館25周年記念コレクション展
旅する米沢藩　参勤・遊学・物見遊山
2/13（土）～ 3/22（月振）

置賜文化ホールからのお知らせ
開館25周年記念
LEO×ワルター・アウアー　デュオリサイタル
2027年３月14日（日） 14:00開演
◇チケット販売日：12月10日（木） 9:00

【アクセス】
JR米沢駅から２㎞（上杉神社隣接）
市街地循環路線、学園都市線、白布・小野川線
「上杉神社前（上杉城史苑）」下車
東北中央自動車道 米沢中央ICから約４㎞

主な出品作品 ※会期中、一部展示替を行います。

・刀 銘　水心子正秀　出硎閃々光芒如花　二腰両腕一割若瓜

　　　　（公益財団法人日本美術刀剣保存協会・刀剣博物館）

・刀 銘　荘司筑前大掾大慶藤直胤（花押）　文政四年五月日

　　　　（公益財団法人日本美術刀剣保存協会・刀剣博物館）

・脇指 銘　環（足利市、栃木県指定文化財）

・刀 銘　於江府長運斎綱俊　坂寄歓喜所持（米沢市上杉博物館・赤羽刀）

・刀 銘　於江府長運斎綱俊作之　嘉永元年十月日　同年廿三日太々土壇拂   

　　　　（米沢市上杉博物館、米沢市指定文化財）

・刀 銘　石堂運寿斎是一作　嘉永二年八月日（長井市）

・「石堂助三郎由緒書（安政七年）」

　（公益財団法人日本美術刀剣保存協会・刀剣博物館）

・「石堂是一からの免許皆伝書」（個人）

・「尾形家鍛冶秘伝書」（個人）

・刀 無銘　（吉廣（号　小唐柏）)　（米沢市上杉博物館）

　武器として生まれ、時代の流れの中で美術品・文化財へと昇華した日本刀。その魅力は、

「折れず、曲がらず、よく切れる」という優れた機能性、時代ごとの美意識を映し出す造形美、

日本人の精神的な支えという点があります。

　本展覧会では、米沢・置賜地域ゆかりの刀工たちの優品を通して、日本刀が育んできた

技と美の世界を紹介します。新々刀の祖である水心子正秀、その門弟の大慶直胤、同時期

に活躍した源清麿、さらに米沢藩工として活躍した加藤家や尾形家などの刀工たちの作品

を展示し、その系譜や特色に迫ります。また、米沢藩工が憧れた上杉家伝来の名刀や、恩

義の証しとして他家へ贈られた刀剣など、それぞれ物語を宿す刀剣も紹介します。あわせ

て、玉鋼から一口の刀が完成するまでの制作工程や、刀工・研師・鞘師ら職人たちの卓越

した技と連携にも注目します。地域に息づく刀剣文化の魅力と置賜が育んだ名刀の輝きを

ご覧ください。

すいしん し まさひで たいけいなおたね

みなもとのきよまろ


